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環境経営方針

〔経営理念〕

『感動・歓働・貫道』の精神を事業活動の原点に置き、製造業とし
て豊かな価値を創造し、地域社会の生活・文化に貢献する企業
をめざします。

〔環境経営方針〕

　 株式会社緒方製作所は電子機器製造・販売・修理の事業活動
において限りある資源の有効活用を行うために、環境経営シス
テムを構築し、継続的に改善するとともに、省エネルギー・省資
源等の活動を展開し、社会に貢献する企業として従業員一丸で
取組みます。

〔環境行動指針〕

１．改善活動を通し、効率改善及び生産性向上を目指し、購入電力
使用量の削減に努めます。

２．工程内不良の削減に努めるとともに３Ｒを推進し廃棄物の削減
に努めます。

３．水使用量の削減に努めます。

４．化学物質使用量を把握、管理し使用量の削減に努めます。

５．環境関連法規及びその他要求事項の遵守を誓約いたします。

６．環境経営方針は、全従業員に周知し、全員参加の環境経営活動
を推進します。

制定日：２００７年３月１日

改定日：２０２１年４月１日

株式会社　緒方製作所

代表取締役社長　髙橋　一宏
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組織の概要

(1) 名称及び代表者名
株式会社緒方製作所
代表取締役社長　髙橋　一宏

(2) 所在地
本社工場　　 宮城県大崎市田尻字町尻15番地の1 0229-39-0532

岩出山工場　 宮城県大崎市岩出山字東御名掛77番地 0229-72-0336

(3) 環境管理責任者及び事務局担当者
責任者 管理課 伊藤　武利
事務局 管理課 笹野　泰弘

(4) 事業内容
電子機器製造・販売・修理

(5) 事業の規模
資本金額 9,000万円
従業員数 本社工場 130名

岩出山工場 47名
述べ床面積 本社工場 3,594㎡

岩出山工場 2,871㎡

(6) 事業年度 4月1日～3月31日

認証・登録の対象組織・活動

登録組織名 株式会社 緒方製作所

対象事業所 本社工場
岩出山工場

活動 電子機器製造・販売・修理
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環境経営組織図及び役割・責任・権限表

環境最高管理責任者 ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・社長による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を社長へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

環境委員会 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実績
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

岩出山工場製造部門
正　千葉　伸司
副　遊佐　義洋

正　伊藤　武利
副　鎌田　利明

製造部門

環境最高管理責任者
代表取締役社長

髙橋　一宏

環境管理責任者
伊藤　武利

管理部門

副　笹野　泰弘
正　伊藤　武利

笹野　泰弘
環境事務局

環境委員会
篠原　美瑞紀
高橋　栄志
小野　靖

伊藤　浩子
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主な環境負荷の実績
◎：達成　✕：未達成

【全社】
評価

項目 （対年度目標）
1 二酸化炭素排出量 2% 削減（基準年度比）

783,245 ㎏-CO2 580 ㎏-CO2/百万円 568 ㎏-CO2/百万円 901,720 ㎏-CO2 521 ㎏-CO2/百万円
1.1 電力使用量 2% 削減（基準年度比）

1,666,914 kWh 1,234 kWh/百万円 1,209 kWh/百万円 1,927,199 kWh 1,114 kWh/百万円
基準年度係数0.457 761,780 ㎏-CO2 564 ㎏-CO2/百万円 552 ㎏-CO2/百万円 880,730 ㎏-CO2 509 ㎏-CO2/百万円

1.2 灯油 （基準年度維持）

1,516 ℓ 1.1 ℓ/百万円 1.1 ℓ/百万円 1,506 ℓ 0.9 ℓ/百万円
係数2.49 3,775 ㎏-CO2 2.8 ㎏-CO2/百万円 2.8 ㎏-CO2/百万円 3,750 ㎏-CO2 2.2 ㎏-CO2/百万円

1.3 ガソリン （基準年度維持）

3,144 ℓ 2.3 ℓ/百万円 2.3 ℓ/百万円 3,180 ℓ 1.8 ℓ/百万円
係数2.32 7,294 ㎏-CO2 5.4 ㎏-CO2/百万円 5.4 ㎏-CO2/百万円 7,379 ㎏-CO2 4.3 ㎏-CO2/百万円

1.4 軽油 （基準年度維持）

4,029 ℓ 3.0 ℓ/百万円 3.0 ℓ/百万円 3,822 ℓ 2.2 ℓ/百万円
係数2.58 10,396 ㎏-CO2 7.7 ㎏-CO2/百万円 7.7 ㎏-CO2/百万円 9,862 ㎏-CO2 5.7 ㎏-CO2/百万円

2 紙使用量 （基準年度維持）

183,000 枚 135 枚/百万円 135 枚/百万円 192,000 枚 111 枚/百万円
3 水使用量 142 人 （基準年度維持） 158 人

1,424 ㎥ 10.03 ㎥/人 10.03 ㎥/人 1,587 ㎥ 10.02 ㎥/人
4 化学物質使用量 （基準年度維持）

75.37 ㎏ 0.06 ㎏/百万円 0.06 ㎏/百万円 50.34 ㎏ 0.03 ㎏/百万円
5 産業廃棄物排出量 2% 削減（基準年度比）

50,130 ㎏ 37 ㎏/百万円 36 ㎏/百万円 54,550 ㎏ 32 ㎏/百万円
6 一般廃棄物排出量 2% 削減（基準年度比）

17,840 ㎏ 13 ㎏/百万円 13 ㎏/百万円 20,360 ㎏ 12 ㎏/百万円

【本社工場】
評価

項目 （対年度目標）
1 二酸化炭素排出量 2% 削減（基準年度比）

408,892 ㎏-CO2 493 ㎏-CO2/百万円 484 ㎏-CO2/百万円 526,850 ㎏-CO2 483 ㎏-CO2/百万円
1.1 電力使用量 2% 削減（基準年度比）

852,315 kWh 1,028 kWh/百万円 1,007 kWh/百万円 1,111,901 kWh 1,020 kWh/百万円
基準年度係数0.457 389,508 ㎏-CO2 470 ㎏-CO2/百万円 460 ㎏-CO2/百万円 508,139 ㎏-CO2 466 ㎏-CO2/百万円

1.2 灯油 （基準年度維持）

1,427 ℓ 1.7 ℓ/百万円 1.7 ℓ/百万円 1,506 ℓ 1.4 ℓ/百万円
係数2.49 3,553 ㎏-CO2 4.3 ㎏-CO2/百万円 4.3 ㎏-CO2/百万円 3,750 ㎏-CO2 3.4 ㎏-CO2/百万円

1.3 ガソリン （基準年度維持）

2,678 ℓ 3.2 ℓ/百万円 3.2 ℓ/百万円 2,536 ℓ 2.3 ℓ/百万円
係数2.32 6,212 ㎏-CO2 7.5 ㎏-CO2/百万円 7.5 ㎏-CO2/百万円 5,884 ㎏-CO2 5.4 ㎏-CO2/百万円

1.4 軽油 （基準年度維持）

3,728 ℓ 4.5 ℓ/百万円 4.5 ℓ/百万円 3,518 ℓ 3.2 ℓ/百万円
係数2.58 9,619 ㎏-CO2 11.6 ㎏-CO2/百万円 11.6 ㎏-CO2/百万円 9,078 ㎏-CO2 8.3 ㎏-CO2/百万円

2 紙使用量 （基準年度維持）

130,000 枚 157 枚/百万円 157 枚/百万円 142,500 枚 131 枚/百万円
3 水使用量 101 人 （基準年度維持） 111 人

1,257 ㎥ 12.45 ㎥/人 12.45 ㎥/人 1,373 ㎥ 12.37 ㎥/人
4 化学物質使用量 （基準年度維持）

55.79 ㎏ 0.07 ㎏/百万円 0.07 ㎏/百万円 27.27 ㎏ 0.03 ㎏/百万円
5 産業廃棄物排出量 2% 削減（基準年度比）

21,000 ㎏ 25 ㎏/百万円 25 ㎏/百万円 23,840 ㎏ 22 ㎏/百万円
6 一般廃棄物排出量 2% 削減（基準年度比）

17,840 ㎏ 22 ㎏/百万円 21 ㎏/百万円 20,360 ㎏ 19 ㎏/百万円

【岩出山工場】
評価

項目 （対年度目標）
1 二酸化炭素排出量 2% 削減（基準年度比）

374,353 ㎏-CO2 717 ㎏-CO2/百万円 703 ㎏-CO2/百万円 374,870 ㎏-CO2 587 ㎏-CO2/百万円
1.1 電力使用量 2% 削減（基準年度比）

814,599 kWh 1,560 kWh/百万円 1,529 kWh/百万円 815,298 kWh 1,276 kWh/百万円
基準年度係数0.457 372,272 ㎏-CO2 713 ㎏-CO2/百万円 699 ㎏-CO2/百万円 372,591 ㎏-CO2 583 ㎏-CO2/百万円

1.2 灯油 （基準年度維持）

89 ℓ 0.2 ℓ/百万円 0.2 ℓ/百万円 0 ℓ 0.0 ℓ/百万円
係数2.49 222 ㎏-CO2 0.4 ㎏-CO2/百万円 0.4 ㎏-CO2/百万円 0 ㎏-CO2 0.0 ㎏-CO2/百万円

1.3 ガソリン （基準年度維持）

466 ℓ 0.9 ℓ/百万円 0.9 ℓ/百万円 644 ℓ 1.0 ℓ/百万円
係数2.32 1,082 ㎏-CO2 2.1 ㎏-CO2/百万円 2.1 ㎏-CO2/百万円 1,495 ㎏-CO2 2.3 ㎏-CO2/百万円

1.4 軽油 （基準年度維持）

301 ℓ 0.6 ℓ/百万円 0.6 ℓ/百万円 304 ℓ 0.5 ℓ/百万円
係数2.58 777 ㎏-CO2 1.5 ㎏-CO2/百万円 1.5 ㎏-CO2/百万円 784 ㎏-CO2 1.2 ㎏-CO2/百万円

2 紙使用量 （基準年度維持）

53,000 枚 102 枚/百万円 102 枚/百万円 49,500 枚 77 枚/百万円
3 水使用量 41 人 （基準年度維持） 47 人

167 ㎥ 4.07 ㎥/人 4.07 ㎥/人 214 ㎥ 4.55 ㎥/人
4 化学物質使用量 （基準年度維持）

19.58 ㎏ 0.04 ㎏/百万円 0.04 ㎏/百万円 23.07 ㎏ 0.04 ㎏/百万円
5 産業廃棄物排出量 2% 削減（基準年度比）

29,130 ㎏ 56 ㎏/百万円 55 ㎏/百万円 30,710 ㎏ 48 ㎏/百万円

◎

絶対値 原単位 原単位 絶対値 原単位

2020年度 2022年度
基準年（実績） 年度目標 年度実績

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

基準年（実績） 年度目標 年度実績
2020年度 2022年度

絶対値 原単位 原単位 絶対値 原単位

2020年度 2022年度

◎

✕

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

基準年（実績） 年度目標 年度実績
絶対値 原単位 原単位 絶対値 原単位

◎

✕

◎

◎

◎

◎

◎

✕

◎
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環境経営目標及びその実績 *2020年度基準値より電力使用量係数0.457
（東北電力2020年調整後CO2排出係数）を使用
*2024年度以降の目標は2023年度の実績より計画

【全社】 2020年度 2023年度

項目 単位 基準値 目標 実績 目標 実績 目標

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2/百万円 580 574 551 568 521 562

増減率（基準年度比） -1% -5% -2% -10% -3%

廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量 ㎏/百万円 37.1 36.7 34.3 36.4 31.5 36.0

増減率（基準年度比） -1% -7% -2% -15% -3%

　一般廃棄物排出量 ㎏/百万円 13.2 13.1 12.7 12.9 11.8 12.8

増減率（基準年度比） -1% -4% -2% -11% -3%

【本社工場】 2020年度 2023年度

項目 単位 基準値 目標 実績 目標 実績 目標

二酸化炭素排出量合計 ㎏-CO2/百万円 493 489 470 484 483 479

増減率（基準年度比） -1% -5% -2% -2% -3%

㎏-CO2 408,892 404,803 459,391 400,714 526,850 396,625

増減率（基準年度比） -1% 12% -2% 29% -3%

電力による二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 470 465 451 461 466 456

増減率（基準年度比） -1% -4% -2% -1% -3%

灯油による二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 4.3 4.3 3.8 4.3 3.4 4.3

増減率（基準年度比） 0% -12% 0% -20% 0%

ガソリンによる二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 7.5 7.5 5.9 7.5 5.4 7.5

増減率（基準年度比） 0% -21% 0% -28% 0%

軽油による二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 11.6 11.6 9.4 11.6 8.3 11.6

増減率（基準年度比） 0% -19% 0% -28% 0%

産業廃棄物排出量 ㎏/百万円 25.3 25.0 21.5 24.8 21.9 24.5

増減率（基準年度比） -1% -15% -2% -13% -3%

一般廃棄物排出量 ㎏/百万円 21.5 21.3 19.7 21.1 18.7 20.9

増減率（基準年度比） -1% -8% -2% -13% -3%

水使用量 ㎥/人 12.45 12.45 11.26 12.45 12.37 12.45

増減率（基準年度比） 0% -10% 0% -1% 0%

紙使用量 枚/百万円 157 157 136 157 131 157

増減率（基準年度比） 0% -13% 0% -16% 0%

化学物質使用量 ㎏/百万円 0.07 0.07 0.02 0.07 0.03 0.07

増減率（基準年度比） 0% -70% 0% -55% 0%

【岩出山工場】 2020年度 2023年度

項目 単位 基準値 目標 実績 目標 実績 目標

二酸化炭素排出量合計 ㎏-CO2/百万円 717 710 699 703 587 696

増減率（基準年度比） -1% -3% -2% -18% -3%

㎏-CO2 374,353 370,609 377,862 366,866 374,870 363,122

増減率（基準年度比） -1% 1% -2% 0% -3%

電力による二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 713 706 695 699 583 692

増減率（基準年度比） -1% -3% -2% -18% -3%

灯油による二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 0.4 0.4 0.0 0.4 0.0 0.4

増減率（基準年度比） 0% -100% 0% -100% 0%

ガソリンによる二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 2.1 2.1 1.9 2.1 2.3 2.1

増減率（基準年度比） 0% -11% 0% 13% 0%

軽油による二酸化炭素排出量 ㎏-CO2/百万円 1.5 1.5 2.2 1.5 1.2 1.5

増減率（基準年度比） 0% 47% 0% -17% 0%

産業廃棄物排出量 ㎏/百万円 55.8 55.2 57.5 54.7 48.1 54.1

増減率（基準年度比） -1% 3% -2% -14% -3%

水使用量 ㎥/人 4.07 4.07 5.35 4.07 4.55 4.07

増減率（基準年度比） 0% 31% 0% 12% 0%

紙使用量 枚/百万円 102 102 110 102 77 102

増減率（基準年度比） 0% 8% 0% -24% 0%

化学物質使用量 ㎏/百万円 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04

増減率（基準年度比） 0% 7% 0% 7% 0%

2022年度

2022年度

2022年度

2021年度

2021年度

2021年度
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環境経営計画の取組結果とその評価
【本社工場】

目標 責任部門 目標達成手段 定期的な確認・評価・是正

責任者 達成状況/是正策（実施責任者） 評価/指示（環境管理責任者・社長）

ＣＯ２排出量の削減 - - 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

- 四半期

基準年度実績 第2 目標達成 目標達成に向け､下期も活動の活発化を願う

（2020年度） 493 kg-CO2/百万円 四半期

第3 目標達成 エネルギー高騰が顕著であり、特に電気使用量

2022年度目標 四半期 についてはより一層の削減の取り組みを願う。

基準値比 98% 総括 目標達成 本社工場においては上期途中からの新製品の製造に

　　　削減率 -2% 伴う稼働時間の増加から電力使用量は上昇したが、

　　　目標値 484 kg-CO2/百万円 ＣＯ２排出量の削減目標は達成することができた。

来期も効率的な運用を念頭に活動のこと。

電気使用量の削減 製造部門 ・設備保全体制の強化 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

伊藤（武） ・生産技術力の強化 四半期

基準年度実績 1,028 kWh/百万円 ・品質改善活動強化

（2020年度） 470 kg-CO2/百万円 第2 目標達成 下期､使用量の増加が見込まれる

四半期 節電意識の向上を図り､目標達成へ

CO2排出係数 0.457 （2020年東北電力） 向けて引き続き活動を願う

2022年度目標 第3 目標達成 －

基準値比 98% 四半期

　　　削減率 -2%

　　　目標値 461 kg-CO2/百万円 総括 目標未達成 来期も効率的な運用を念頭に活動のこと。

生産体制の変化により使用量は増加傾向

にあり、来期一層の省エネ化を推進する。

灯油使用量の維持 製造部門 ・設備保全体制の強化 第1 不使用期間のため特に施策なし

伊藤（武） ・生産技術力の強化 四半期

基準年度実績 1.7 ℓ/百万円 ・品質改善活動強化

（2020年度） 4.3 kg-CO2/百万円 第2

四半期

2022年度目標 第3 目標達成 －

基準値比 100% 維持目標 四半期

　　　削減率 0%

　　　目標値 4.3 kg-CO2/百万円 総括 目標達成 －

ガソリン使用量の維持 管理部門 ・設備保全体制の強化 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

笹野 ・生産技術力の強化 四半期

基準年度実績 3.2 ℓ/百万円 ・品質改善活動強化

（2020年度） 7.5 kg-CO2/百万円 第2 目標達成 －

四半期

2022年度目標 第3 目標達成 －

基準値比 100% 維持目標 四半期

　　　削減率 0%

　　　目標値 7.5 kg-CO2/百万円 総括 目標達成 －

軽油使用量の維持 製造部門 ・設備保全体制の強化 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

伊藤（武） ・生産技術力の強化 四半期

基準年度実績 4.5 ℓ/百万円 ・品質改善活動強化

（2020年度） 11.6 kg-CO2/百万円 第2 目標達成 －

四半期

2022年度目標 第3 目標達成 －

基準値比 100% 維持目標 四半期

　　　削減率 0%

　　　目標値 11.6 kg-CO2/百万円 総括 目標達成 －

水使用量の維持 管理部門 ・掲示等による節水呼びかけ 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

笹野 ・ﾄｲﾚﾁｪｯｸによる漏水箇所の早期発見 四半期

基準年度実績 12.45 ㎥/人 第2 目標達成 －

（2020年度） 四半期

第3 目標達成 年度末にかけ、使用量増加が見込まれる。

2022年度目標 四半期 更に減少傾向となるよう取り組みを継続のこと。

基準値比 100% 維持目標 総括 目標達成 －

　　　削減率 0%

　　　目標値 12.45 ㎥/人
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環境経営計画の取組結果とその評価
【本社工場】

目標 責任部門 目標達成手段 定期的な確認・評価・是正

責任者 達成状況/是正策（実施責任者） 評価/指示（環境管理責任者・社長）

化学物質使用量の維持 製造部 ・半田付け不良改善 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

伊藤(武) 四半期

基準年度実績 0.07 ㎏/百万円 第2 目標達成 －

（2020年度） 四半期

第3 目標達成 －

2022年度目標 四半期

基準値比 100% 維持目標 総括 目標達成 －

　　　削減率 0%

　　　目標値 0.07 ㎏/百万円

紙使用量の維持 管理部門 ・再生紙の利用（コピー裏紙）改善活動継続 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

笹野 四半期

基準年度実績 157 枚/百万円 第2 目標達成 －

（2020年度） 四半期

第3 目標達成 －

2022年度目標 四半期

基準値比 100% 維持目標 総括 目標達成 －

　　　削減率 0%

　　　目標値 157 枚/百万円

産業廃棄物排出量の削減 製造部門 ・半田付け不良改善 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

伊藤（武） 四半期

基準年度実績 25.3 ㎏/百万円 第2 目標達成 －

（2020年度） 四半期

第3 目標達成 －

2022年度目標 四半期

基準値比 98% 総括 目標達成 －

　　　削減率 -2%

　　　目標値 24.8 ㎏/百万円

一般廃棄物排出量の削減 製造部門 ・分別の徹底 第1 目標達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

伊藤（武） ・梱包用緩衝材の再利用の推進 四半期

基準年度実績 21.5 ㎏/百万円 ・削減活動継続 第2 目標達成 －

（2020年度） 四半期

第3 目標達成 －

2022年度目標 四半期

基準値比 98% 総括 目標達成 －

　　　削減率 -2%

　　　目標値 21.1 ㎏/百万円

環境配慮の推進 自らが生産・販売・提供する製品及びサービスの環境配慮の推進

発注元に準じた生産活動を行った。 発注元に準じた生産活動を行った。

年間活動計画

環境教育 一般教育 ・環境経営方針、目標／活動計画の周知 済

職制教育 ・環境経営目標／環境活動進捗状況確認／評価 済

特別教育 ・資格取得、更新のための研修会参加 -

緊急事態対応訓練 済

環境関連法規等の遵守評価 済

社長による全体の評価と見直し・指示　（定期的） 済

環境経営レポート ・作成と地域事務局への送付 済

＜次年度の取り組み内容＞

　　次年度（2023年度）の取り組み内容は、基本的には今年度（2022年度）と同一とします。

そ
の
他

　原材料等に関しては、発注元より全て支給及び指定されるため独自に環境に配慮した
原材料等を調達するのは、現状困難な状況のため、発注元のグリーン調達ガイド等に準
じた生産活動を行い維持することとする。

化
学
物
質
使
用
量

省
資
源

廃
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物
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環境経営計画の取組結果とその評価
【岩出山工場】

目標 責任部門 目標達成手段 定期的な確認・評価・是正

責任者 達成状況/是正策（実施責任者） 評価/指示（環境管理責任者・社長）

ＣＯ２排出量の削減 - - 第1 目標未達。生産調整は上期継続の見通し, 生産調整が影響し各項目の目標は未達となった。

- 四半期 下期での挽回に向け活動を推進する。 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

基準年度実績 第2 目標未達。下期も生産調整の状況を注視し 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

（2020年度） 717 kg-CO2/百万円 四半期 引き続き各項目改善活動を実施する。

第3 目標達成 エネルギー高騰が顕著であり、特に電気使用量

2022年度目標 四半期 についてはより一層の削減の取り組みを願う。

基準値比 98% 総括 目標達成 来期も効率的な運用を念頭に活動のこと。

　　　削減率 -2%

　　　目標値 703 kg-CO2/百万円

電気使用量の削減 製造部門 ・設備保全体制の強化 第1 生産調整により使用量絶対値は基準年を 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

遊佐（義） ・生産技術力の強化 四半期 大幅に下回る。引き続きメリハリをつけた

基準年度実績 1,560 kWh/百万円 ・品質改善活動強化 稼働調整を行い下期に向け活動を推進する。

（2020年度） 713 kg-CO2/百万円 第2 目標未達。下期も生産調整の状況を注視し 下期､使用量の増加が見込まれる

四半期 引き続き改善活動を実施する。 節電意識の向上を図り､目標達成へ

CO2排出係数 0.457 （2020年東北電力） 向けて引き続き活動を願う

2022年度目標 第3 目標達成 ー

基準値比 98% 四半期

　　　削減率 -2%

　　　目標値 699 kg-CO2/百万円 総括 目標達成 来期も効率的な運用を念頭に活動のこと。

灯油使用量の維持 製造部門 ・設備保全体制の強化 第1 不使用期間のため特に施策なし

遊佐（義） ・生産技術力の強化 四半期

基準年度実績 0.2 ℓ/百万円 ・品質改善活動強化

（2020年度） 0.4 kg-CO2/百万円 第2

四半期

2022年度目標 第3 目標達成 ー

基準値比 100% 維持目標 四半期 今期も灯油燃料での暖房不使用継続

　　　削減率 0%

　　　目標値 0.4 kg-CO2/百万円 総括 目標達成 ー

今期も灯油燃料での暖房不使用継続

ガソリン使用量の維持 管理部門 ・設備保全体制の強化 第1 目標未達成。工場間、客先移動頻度が高まり 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

佐藤（明） ・生産技術力の強化 四半期 使用量も基準年より増加している。

基準年度実績 0.9 ℓ/百万円 ・品質改善活動強化 継続してエコドライブの推進を図る。

（2020年度） 2.1 kg-CO2/百万円 第2 目標未達成。年度当初から挽回が図れており 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

四半期 下期も活動を継続する。

2022年度目標 第3 目標未達成。前期、前々期（基準年）と比べ 年度末にかけ、使用量増加が見込まれる。

基準値比 100% 維持目標 四半期 稼働日が通常に戻った影響あり使用量増加。 ウェブ会議の活用など移動を伴わず行えるものは

　　　削減率 0% 引き続きエコ運転を励行する。 必要な範囲で実践のこと。

　　　目標値 2.1 kg-CO2/百万円 総括 目標未達成。新型コロナウイルス感染症の 来期、エコ運転の推進はもとより安全運転啓発

制限緩和に伴い社有車利用頻度が増加した。 にも取り組んだ活動を願う。

引き続きエコ運転を励行する。

軽油使用量の維持 管理部門 ・設備保全体制の強化 第1 目標未達成。使用量は基準年を下回るペース 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

佐藤（明） ・生産技術力の強化 四半期 ではあるが、原単位は生産調整の影響あり

基準年度実績 0.6 ℓ/百万円 ・品質改善活動強化 下期での挽回に向け活動を推進する。

（2020年度） 1.5 kg-CO2/百万円 第2 目標未達成。下期も生産調整の状況を注視し 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

四半期 引き続き改善活動を実施する。

2022年度目標 第3 目標達成 ー

基準値比 100% 維持目標 四半期

　　　削減率 0%

　　　目標値 1.5 kg-CO2/百万円 総括 目標達成 ー

水使用量の維持 製造部門 ・掲示等による節水呼びかけ 第1 目標未達成 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

遊佐（義） 四半期

基準年度実績 4.07 ㎥/人 第2 目標未達成 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

（2020年度） 四半期 節水の呼びかけを継続

第3 目標未達成 年度末にかけ、使用量増加が見込まれる。

2022年度目標 四半期 節水の呼びかけを継続 更に減少傾向となるよう取り組みを継続のこと。

基準値比 100% 維持目標 総括 目標未達成 引き続き削減活動を推進し、来期目標達成に

　　　削減率 0% 人員増加に伴い使用量増加するも 向けた活動を願う。

　　　目標値 4.07 ㎥/人 下期減少傾向にあり、来期も活動継続する。
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環境経営計画の取組結果とその評価
【岩出山工場】

目標 責任部門 目標達成手段 定期的な確認・評価・是正

責任者 達成状況/是正策（実施責任者） 評価/指示（環境管理責任者・社長）

化学物質使用量の維持 製造部門 ・基板廃棄量の削減 第1 目標未達成。生産調整は上期継続の見通し, 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

遊佐（義） ・スラッジ排出量の削減 四半期 下期での挽回に向け活動を推進する。

基準年度実績 0.04 ㎏/百万円 第2 目標達成。下期も生産調整の状況を注視し 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

（2020年度） 四半期 引き続き改善活動を実施する。

第3 目標達成 ー

2022年度目標 四半期

基準値比 100% 維持目標 総括 目標達成 ー

　　　削減率 0%

　　　目標値 0.04 ㎏/百万円

紙使用量の維持 管理部門 ・再生紙の利用（コピー裏紙）改善活動継続 第1 目標未達成。生産調整は上期継続の見通し, 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

佐藤（明） 四半期 下期での挽回に向け活動を推進する。

基準年度実績 102 枚/百万円 第2 目標達成 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

（2020年度） 四半期

第3 目標達成 ー

2022年度目標 四半期

基準値比 100% 維持目標 総括 目標達成 ー

　　　削減率 0%

　　　目標値 102 枚/百万円

産業廃棄物排出量の削減 製造部門 ・基板廃棄量の削減 第1 目標未達成。生産調整は上期継続の見通し, 今年度目標達成に向けた活動の推進を願う。

遊佐（義） ・スラッジ排出量の削減 四半期 下期での挽回に向け活動を推進する。

基準年度実績 55.8 ㎏/百万円 第2 目標未達成 下期、目標達成に向けた活動の活発化を願う。

（2020年度） 四半期 削減傾向にあり下期も活動を継続する

第3 目標達成 ー

2022年度目標 四半期

基準値比 98% 総括 目標達成 ー

　　　削減率 -2%

　　　目標値 54.7 ㎏/百万円

環境配慮の推進 自らが生産・販売・提供する製品及びサービスの環境配慮の推進

発注元に準じた生産活動を行った。 発注元に準じた生産活動を行った。

年間活動計画

環境教育 一般教育 ・環境経営方針、目標／活動計画の周知 済

職制教育 ・環境経営目標／環境活動進捗状況確認／評価 済

特別教育 ・資格取得、更新のための研修会参加 -

緊急事態対応訓練 済

環境関連法規等の遵守評価 済

社長による全体の評価と見直し・指示　（定期的） 済

環境経営レポート ・作成と地域事務局への送付 済

＜次年度の取り組み内容＞

　　次年度（2023年度）の取り組み内容は、基本的には今年度（2022年度）と同一とします。

そ
の
他

　原材料等に関しては、発注元より全て支給及び指定されるため独自に環境に配慮した
原材料等を調達するのは、現状困難な状況のため、発注元のグリーン調達ガイド等に準
じた生産活動を行い維持することとする。

化
学
物
質
使
用
量

省
資
源

廃
棄
物
排
出
量
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【各種使用量】

【紙使用量】
目標：対基準年度比 100% （維持活動）

【本社工場】
2020年（基準年度） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

枚 12,500 10,000 12,500 5,000 15,000 10,000 10,000 10,000 15,000 10,000 10,000 10,000

枚/百万円 211 283 341 89 274 117 118 118 201 131 119 102
累計 211 238 267 214 227 199 182 171 175 170 164 157

2022年
枚 15,000 5,000 17,500 5,000 15,000 10,000 17,500 5,000 10,000 15,000 10,000 17,500

枚/百万円 229 69 223 52 177 90 165 50 105 184 108 165
累計 229 145 174 136 145 133 138 126 123 129 127 131

【岩出山工場】
2020年（基準年度） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

枚 7,500 0 5,000 4,000 5,000 2,500 5,000 2,500 6,500 7,500 2,500 5,000

枚/百万円 128 0 348 111 120 51 91 53 140 186 42 112
累計 128 85 122 119 119 105 102 95 101 109 101 102

2022年
枚 0 9,000 5,000 0 2,500 1,500 5,000 5,000 6,500 5,000 2,500 7,500

枚/百万円 0 310 271 0 65 24 78 75 97 84 36 84
累計 0 148 176 115 103 81 80 79 82 82 76 77

【水使用量】
目標：対基準年度比 100% （維持活動）

【本社工場】
2020年（基準年度） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

㎥ 105 79 400 51 50 58 73 78 73 81 123 86
㎥/人 1.04 0.78 3.96 0.50 0.50 0.57 0.72 0.77 0.72 0.80 1.22 0.85
累計 1.04 1.82 5.78 6.29 6.78 7.36 8.08 8.85 9.57 10.38 11.59 12.45

2022年
㎥ 116 88 121 108 124 109 126 117 131 99 113 121

㎥/人 1.05 0.79 1.09 0.97 1.12 0.98 1.14 1.05 1.18 0.89 1.02 1.09
累計 1.05 1.84 2.93 3.90 5.02 6.00 7.14 8.19 9.37 10.26 11.28 12.37

【岩出山工場】
2020年（基準年度） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

㎥ 10 5 4 4 4 4 5 4 35 38 18 36
㎥/人 0.24 0.12 0.10 0.10 0.10 0.10 0.12 0.10 0.85 0.93 0.44 0.88
累計 0.24 0.37 0.46 0.56 0.66 0.76 0.88 0.98 1.83 2.76 3.20 4.07

2022年
㎥ 37 34 36 35 5 4 23 20 6 4 5 5

㎥/人 0.79 0.72 0.77 0.74 0.11 0.09 0.49 0.43 0.13 0.09 0.11 0.11
累計 0.79 1.51 2.28 3.02 3.13 3.21 3.70 4.13 4.26 4.34 4.45 4.55

【化学物質使用量】
目標：対基準年度比 100% （維持活動）

【本社工場】
2020年（基準年度） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

kg 4.04 3.80 2.98 3.00 3.38 3.80 4.06 4.24 4.18 4.18 4.04 14.08

㎏/百万円 0.07 0.11 0.08 0.05 0.06 0.04 0.05 0.05 0.06 0.05 0.05 0.14
累計 0.07 0.08 0.08 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.07

2022年
kg 1.12 12.34 0.68 1.12 1.10 1.24 1.08 1.04 1.18 1.12 3.96 1.28

㎏/百万円 0.02 0.17 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.01 0.04 0.01
累計 0.02 0.10 0.07 0.05 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.02 0.03 0.03

【岩出山工場】
2020年（基準年度） 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

kg 2.03 1.04 0.73 1.52 2.04 2.22 1.95 1.71 1.52 1.92 1.70 1.20

㎏/百万円 0.03 0.04 0.05 0.04 0.05 0.05 0.04 0.04 0.03 0.05 0.03 0.03
累計 0.03 0.03 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04

2022年
kg 1.01 0.97 2.67 1.19 1.60 2.06 2.29 2.31 2.15 1.90 2.29 2.62

㎏/百万円 0.03 0.03 0.14 0.03 0.04 0.03 0.04 0.03 0.03 0.03 0.03 0.03
累計 0.03 0.03 0.06 0.05 0.05 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04 0.04

【10】



環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

適用される法令等の名称 要求事項 評価結果
・ 水質汚濁防止法 貯油施設の事故時の報告 流出事故なし

・ 宮城県水質汚濁防止法に基づく排水基準
を定める条例

・ 浄化槽法 設置、構造若しくは規模変更届出 届出確認

・ 宮城県浄化槽法施行細則 保守点検・清掃 点検票確認

定期水質検査 同上

・ 水道法 定期点検の実施（貯水槽） 同上

・ 宮城県簡易給水施設等の規制に関する条
例第10条の3

・ 特定化学物質（使用量1t以上、かつ、従業員
21名以上）届出

使用量１t未満

性状及び取扱に関する情報（SDS）の受取・発
行

SDS確認

・ 消防法 危険物保安監督者の届出 届出確認

・ 大崎地域広域行政事務組合火災予防条例 危険物製造・貯蔵・取扱の指定数量以上の許
可申請

指定数量以上なし

・ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 一般廃棄物収集業者の許可の確認 許可書確認

・ 宮城県産業廃棄物の処理の適正化等に関
する条例

産業廃棄物収集運搬・処理業者の許可の確
認、契約

契約書確認

・ 大崎地域広域行政事務組合廃棄物の処理
及び清掃に関する条例

保管場所への掲示板設置（60cm×60cｍ以上)
飛散・浸透防止

掲示板確認

・ マニフェスト発行 マニフェスト確認

特別管理産業廃棄物管理責任者の選任 有資格者名簿確認

水銀使用製品産業廃棄物表示水銀使用製品産
業廃棄物と他の廃棄物が混合しないように処
置

表示区分状況確認

・ フロン類の使用の合理化及び管理の適正
化に関する法律

フロン類の登録充填回収業者による適切な引
渡し

現況なし

フロン類回収時の委託確認書交付と引取証明
書の保管

現況なし

第一種特定機器点検の実施 点検票確認

・ 労働者の安全と健康を確保する パトロール/健康診断実施

厚生労働省令で定める資格を有する者の中か
ら安全管理者の選任する

有資格者名簿確認

都道府県労働局長の免許を受けた者の中から
衛生管理者を選任する

有資格者名簿確認

厚生労働省令の定めにより医師のうちから産
業医を選任する

選任届確認

労働災害を防止するための管理を必要とする
作業では作業主任者を選任する

有資格者名簿確認

安全衛生委員会を設置する 委員会議事録確認

事務所内での危険を防止するため必要な措置
を講じる

安全パトロール実施表確認

事務所内での健康障害を防止するため必要な
措置を講じる

安全パトロール実施表確認

・ 屋内作業場での局所排気装置又はプッシュプ
ル型換気装置の設置

ダクト確認

有機溶剤作業主任者の選任 有資格者名簿確認

有機溶剤等使用上の注意事項の掲示 掲示確認

溶剤の色別区分の実施 小分け容器確認

屋内作業場の環境測定の実施 測定結果確認

・ 屋内作業場での局所排気装置又はプッシュプ
ル型換気装置の設置

ダクト確認

鉛作業主任者の選任 有資格者名簿確認

鉛使用上の注意事項の掲示 掲示確認

屋内作業場の環境測定の実施 測定結果確認

労働安全衛生法

有機溶剤中毒予防規則

鉛中毒予防規則

特定化学物質の環境への排出量の把握等
及び管理の改善の促進に関する法律

大崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条
例
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環境関連法規等の遵守状況評価の結果、環境関連法規等は遵守しております。
なお、関係当局より違反等の指摘は、過去３年間ありません。

外部からの環境上の苦情・要請等

　今期、外部からの苦情・要請等はありませんでした。
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当社のＳＤＧｓに関する取り組み

　緊急事態を想定した対応訓練
を実施し、発生時に適切な対応
が取れるよう備えています。
　交通ルール遵守の重要性を理
解するための上映会や車両通勤
者への正門チェックなど交通安
全 教育も継続しており、2021年
に長年の功績が認められ、安全
運転管理者事業主会表彰を受け
ております。
　また、工場周辺の清掃活動を
通して地域の環境美化を行って
います。

　地域活性化の一助となる為、
文化・スポーツ振興、産業振興
へ協賛しています。
　2023年に市の体育施設より、
クロスカントリー大会協賛連続
10年表彰を受けております。

　インターンシップや職場見学
の受け入れのほか、地元企業へ
の興味関心を深め、進路選択の
参考としてもらうため、地域の
学校に出向き、企業説明会や講
話を行っています。
　職場では2017年より小集団改
善活動を継続して行い、従業員
個々の管理力、改善力の向上を
図っています。

　CO2排出量の把握はもとより、

2021年度に省エネルギー診断を
受け環境負荷低減への施策を検
討するなかで高効率設備への更
新を順次進めて事業所の省エネ
ルギー化を推進しています。
　2023年6月より太陽光発電設備
を稼働させ、生産工場での電力
使用量の一部を自家発電で賄う
計画をしております。

2022年11月15日

消防訓練・緊急事態対応訓練実施

社内ＱＣサークル活動企業説明会・職場見学会

地域産業・文化振興

地域貢献活動災害訓練・安全教育

省エネ・再エネの取り組み
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代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日 2023年4月24日

〔取組状況の評価結果〕 〔環境経営方針〕
変更の必要性：　 □有 ■無

①環境関連法規制等の遵守状況（遵守評価記録による）
○問題なしと判断します。

②是正処置及び予防処置の状況
○今期はなし

③内部監査の結果
○問題なしと判断します。

④前回までの社長の指示事項への対応
○概ね対応できたものと判断します。

＜改善への提案＞
-

〔環境経営目標及び環境経営計画の達成状況〕 〔環境経営目標及び環境経営計画〕
（詳細は、活動報告書による） 変更の必要性： □有 ■無

年度目標：基準年度-2%

・ＣＯ２削減 目標達成 -10%
・産業廃棄物削減 目標達成 -15%
・一般廃棄物削減 目標達成 -11%

＜改善への提案＞
-

〔周囲の変化の状況〕 〔実施体制〕
変更の必要性： □有 ■無

＜改善への提案＞
-

【総括】
2022年度、昨年度に引き続き半導体その他部品の調達難の為の生産調整が
断続的に発生した一方、増産体制を敷き生産対応した製品もありました。
通期での活動状況は、全体として概ね良好に推移していると判断します。
次年度も更なる改善活動に取組みしなければなりません。
引き続き、活動の程よろしく願います。

見直しに必要な情報 変更の必要性の有無・指示事項

環境管理責任者の報告（環境事務局） 社長
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作成：環境事務局

株式会社 緒方製作所
Ogata Mfg. Co.,Ltd.


